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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アラビノース、リキソース、リボース、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタ
ン、スレイトール、ペンタエリスリトール及び１，２－ペンタンジオールから選ばれる多
価アルコールの１種乃至は２種以上を０．５～５重量％含有することを特徴とする、ヘア
マニュキア用のリムーバー。
【請求項２】
　アラビノース、リキソース、リボース、キシロース、トリメチロールプロパン、トリメ
チロールエタン、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、キシリトール、エリスリトー
ル、スレイトール、ペンタエリスリトール及び１，２－ペンタンジオールから選ばれる多
価アルコールの１種乃至は２種以上と酸性染料を含有するヘアマニュキアと請求項１に記
載のヘアマニュキア用のリムーバーとからなる、ヘアマニュキアセット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ヘアマニュキア用のリムーバー及びこれを構成要素とするヘアマニュキアセッ
トに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　毛髪はハードケラチンで構成されるキューティクルの積層した形状をしており、この様
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な毛髪に着色を行う場合には、ケラチンの硬い組織が障害となり、着色成分の毛髪表面へ
の吸着や内部への浸透が均一になりにくく、その為、色味ののりのムラや、染色ムラなど
が生じやすく、その改善が望まれていた。この様な問題を解決する手段として、本発明者
らは、アラビノース、リキソース、リボース、キシロース、トリメチロールプロパン、ト
リメチロールエタン、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、エリスリトール、スレイ
トール等のエーテル結合を０乃至は１個有する、炭素数４以上の多価アルコールを含有さ
せることにより、ヘアマニュキアの染毛成分である、酸性染料の毛髪内部への浸透を促進
し、堅牢でムラのない染毛が為し得ることを見いだした。しかしながら、この様に堅牢で
ムラのない染毛料が開発されたことにより、新たな問題が生じた。即ち、この様に染色が
堅牢であるが故に、毛髪以外の皮膚の部分に誤って塗布されて染色されると、これを落と
すことが非常に困難な場合があることである。染色深度が深い故に、従来のヘアマニュキ
ア用のリムーバーでは充分に落とせない場合があるのである。即ち、染色深度の深いヘア
マニュキア用のリムーバーの開発が望まれていた。
【０００３】
　一方、ヘアマニュキア用のリムーバーにおいて、アラビノース、リキソース、リボース
、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、スレイトール等のエーテル結合を０
乃至は１個有する、炭素数４以上の多価アルコールを含有したものは知られていないし、
この様なリムーバーが染色深度の深いヘアマニュキアの除去・補正用に優れていることも
全く知られていない。かかるへアマニュキア用のリムーバーと染色深度の深いヘアマニュ
キアを組み合わせてヘアマニュキアセットして用いることも全く知られていない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はこの様な状況下為されたものであり、染色深度の深いヘアマニュキア用のリムー
バーを開発し、染色深度の深い染毛料の特性を生かした実用的なヘアマニュキアセットを
提供することを課題とする。
【０００５】
　本発明者らは、この様な状況に鑑みて、染色深度の深いヘアマニュキア用のリムーバー
を開発し、染色深度の深い染毛料の特性を生かした実用的なヘアマニュキアセットを提供
すべく鋭意研究努力を重ねた結果、エーテル結合を０乃至は１個有する、炭素数４以上の
特定の多価アルコールを含有するヘアマニュキア用のリムーバーに優れた染毛料除去作用
を見いだし、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は以下に示す技術に関するもので
ある。
（１）アラビノース、リキソース、リボース、トリメチロールプロパン、トリメチロール
エタン、スレイトール、ペンタエリスリトール及び１，２－ペンタンジオールから選ばれ
る多価アルコールの１種乃至は２種以上を０．５～５重量％含有することを特徴とする、
ヘアマニュキア用のリムーバー。
（２）アラビノース、リキソース、リボース、キシロース、トリメチロールプロパン、ト
リメチロールエタン、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、キシリトール、エリスリ
トール、スレイトール、ペンタエリスリトール及び１，２－ペンタンジオールから選ばれ
る多価アルコールの１種乃至は２種以上と酸性染料を含有するヘアマニュキアと（１）に
記載のヘアマニュキア用のリムーバーとからなる、ヘアマニュキアセット。
以下、本発明について、実施の形態を中心に詳細に説明を加える。
【０００６】
（１）本発明のヘアマニュキア用のリムーバーの必須成分である多価アルコール
　本発明のヘアマニュキア用のリムーバーはエーテル結合を０乃至は１個有する、炭素数
４以上の特定の多価アルコールから選ばれる１種乃至は２種以上含有することを特徴とす
る。この様な特定の多価アルコールは、浸透促進性を有する。エーテル結合が多数存在す
る多糖類やポリエチレングリコールのような水溶性高分子においては前記浸透性促進効果
が得られない場合がある。この様な特定の多価アルコールとしては、アラビノース、リキ
ソース、リボース、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン、スレイトール、ペ
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ンタエリスリトール、１，２－ペンタンジオールが挙げられる。ここで、これらの多価ア
ルコールは光学異性体の存在するものがあるが、この様な場合、本発明に於いてはそれぞ
れの光学異性体のみを用いることも可能であるし、ラセミ体の形態で用いることもできる
。この様な多価アルコールは本発明のヘアマニュキア用のリムーバーに於いては、唯１種
を含有させることも可能であるし、２種以上組み合わせて含有させることも可能である。
本発明のヘアマニュキア用のリムーバーに於ける、これら多価アルコールの含有量は、総
量で０．５～５重量％である。これは、この様な多価アルコールは多すぎても効果が頭打
ちになる場合があり、少なすぎると効果が発現しない場合があるからである。
【０００７】
（２）本発明のヘアマニュキア用のリムーバー
　本発明のヘアマニュキア用のリムーバーは、上記特定の多価アルコールを含有し、毛髪
の染色時に皮膚などに染着した染色組成物を除去するための組成物であり、通常は化粧料
に分類される。従って、上記必須成分である、特定の多価アルコール類以外に通常化粧料
などで使用される任意成分を含有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば
、スクワラン、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類、ホホバ油、カ
ルナウバワックス，オレイン酸オクチルドデシル等のエステル類、オリーブ油、牛脂、椰
子油等のトリグリセライド類、ステアリン酸、オレイン酸、リチノレイン酸等の脂肪酸、
オレイルアルコール、ステアリルアルコール、オクチルドデカノール等の高級アルコール
、スルホコハク酸エステルやポリオキシエチレンアルキル硫酸ナトリウム等のアニオン界
面活性剤類、アルキルベタイン塩等の両性界面活性剤類、ジアルキルアンモニウム塩等の
カチオン界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセライド、これらの
ポリオキシエチレン付加物、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン
脂肪酸エステル等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，
３－ブタンジオール等の多価アルコール類、増粘・ゲル化剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤
、色材、防腐剤、粉体等を含有することができる。これら任意の成分と必須成分とを常法
に従って処理することにより、本発明のヘアマニュキア用のリムーバーは製造することが
出来る。
【０００８】
（３）本発明のヘアマニュキアセット
　本発明のヘアマニュキアセットは、上記ヘアマニュキア用のリムーバーとアラビノース
、リキソース、リボース、キシロース、トリメチロールプロパン、トリメチロールエタン
、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、キシリトール、エリスリトール、スレイトー
ル、ペンタエリスリトール及び１，２－ペンタンジオールから選ばれる、エーテル結合を
０乃至は１個有する炭素数４以上の多価アルコールの１種乃至は２種以上と酸性染料を含
有するヘアマニュキアとを構成要素とする。ヘアマニュキアにおける、多価アルコールの
好ましい含有量はヘアマニュキアリムーバーに於ける含有量に準じる。酸性染料としては
、化粧料などで使用されているものであれば特段の限定無く使用でき、例えば、橙色２０
５号、茶色４０１号、紫色４０１号などが好ましく例示できる。かかる酸性染料の好まし
い含有量は、総量で０．１～１０重量％であり、更に好ましくは０．５～５重量％である
。ここで組成物としては、化粧料分類のものでも雑貨分類のものでも何れも良いが、化粧
料分類のものに適用するのが好ましい。その他には化粧料で通常用いられる任意成分を含
有することが出来る。かかる任意成分としては、ヘアマニュキアリムーバーの任意成分に
準じれば良い。これらを常法に従って処理することにより、かかるヘアマニュキアは製造
できる。
【０００９】
＜製造例１＞
　以下に示す処方に従って、本発明のヘアマニュキアセットのヘアマニュキアを作製した
。即ち、処方成分を室温にて攪拌可溶化し、ヘアマニュキアを得た。このヘアマニュキア
を用いて、白髪の染毛試験を行った。白髪の毛束（１０ｇ）を測色後、へマニュキアで処
理し、余分なヘアマニュキアをシャンプーにより除去した後、再び測色し、処理の前後の
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明度差（ΔＬ値）を算出した。この時、同時に上記本発明のヘアマニュキアセットのヘア
マニュキアの必須成分である多価アルコールを水に置換した対照例１とグリセリンに置換
した比較例１とプロピレングリコールに置換した比較例２と従来のベンジルアルコールを
使用した参考例１も同様に作製し、同様に試験した。結果を表１に示す。これより、本発
明のヘアマニュキアセットのヘアマニュキアは染毛性に優れることがわかる。これは、本
発明のヘアマニュキアセットのヘアマニュキアの必須成分であるエーテル結合を０乃至は
１個有する、炭素数４以上の特定の多価アルコールにより、毛髪中への染料の浸透が促進
された為である。（表中の成分の単位は重量部を表す。）
【００１０】
【表１】

【００１１】
この様に本発明のヘアマニュキアセットのヘアマニュキアは優れた染毛性を有する。本発
明のヘアマニュキア用のリムーバーにより、非適用部位への誤塗布を修正できるようにな
ったことにより、上記のような優れた特性を生かすことが出来るようになる。
【００１２】
【実施例】
以下に、実施例を挙げて本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がこれら実施
例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【００１３】
＜実施例１＞
　下記に示す処方に従ってヘアマニュキア用のリムーバーを作製した。即ち、処方成分を
攪拌可溶化しリムーバーを得た。同時に本発明のリムーバーのＤＬ－アラビノースを水に
置換した対照例２とグリセリンに置換した比較例３とを作製し、上記製造例１のヘアマニ
ュキアに対する除去効果をブタの皮膚を用いて評価した。評価方法はブタ皮膚に製造例１
のヘアマニュキアを０．０５ｍｌ塗布し、これをリムーバー５ｍｌを含浸させたコットン
で拭き取り、未処理の皮膚との色差（ΔＥ値）を測定した。実施例１のリムーバーが０．
５であるのに対し、対照例２が１．６であり、比較例３が１．１であり、本発明のリムー
バーのリムーブ力の優秀性が証明された。
トリメチルグリシン ３ 重量部
エタノール ５ 重量部
ベンジルアルコール １０ 重量部
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水 ７８ 重量部
【００１４】
＜実施例２＞
　実施例１のリムーバーのＤＬ－アラビノースを他の多価アルコールに替えて実施例１と
同様の検討を行った。結果を表２に示す。これより、本発明のリムーバーは何れもリムー
ブ力に優れることが明白である。
【００１５】
【表２】

【００１６】
＜実施例３＞
実施例１のヘアマニュキア用のリムーバーと製造例１のヘアマニュキアとを組み合わせて
本発明のヘアマニュキアセットとした。このものについて、ヘアマニュキアの使用者２０
名を使用して、１ヶ月の使用テストを行い、使用性を評価した。評価基準は＋＋：非常に
よい、＋：良い、±：やや良い及びー：よくないであった。結果を出現例数として表３に
示す。これより、本発明の本発明のヘアマニュキアセットは優れたリムーブ力を有するリ
ムーバーの存在により、染色深度の深いヘアマニュキアの特性を生かせるが故に優れた使
用性と染色性が実使用で認められている。
【００１７】
【表３】

【００１８】
【発明の効果】
本発明によれば、染色深度の深いヘアマニュキア用のリムーバーを開発し、染色深度の深
い染毛料の特性を生かした実用的なヘアマニュキアセットを提供することが出来る。
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